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総務文教常任委員会

個
人
番
号
カ
ー
ド
利
用
環
境
整

備
事
業
費　

そ
の
内
容
は
？

質
問　

２
０
２
０
年
9
月
か
ら

政
府
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
Ｉ
Ｄ
を

使
用
し
た
消
費
活
性
化
策
等
を

受
け
て
、
こ
の
度
カ
ー
ド
発
行

と
Ｉ
Ｄ
設
定
の
支
援
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
具
体
的
内
容
に

つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

今
回
の
予
算
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
促
進
や
、

カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
中
の
電

子
証
明
書
を
活
用
し
て
作
成
す

る
「
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
」
設
定
の
支

援
に
関
す
る
経
費
で
あ
る
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
設
定
し

た
Ｉ
Ｄ
を
利
用
し
て
来
年
度
実

施
予
定
の
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」

を
活
用
し
た
消
費
活
性
化
事
業

の
宣
伝
も
今
年
度
内
併
せ
て
行

う
予
定
と
し
て
い
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
身

分
証
明
書
と
し
て
の
役
目
や
、
コ

ン
ビ
ニ
で
の
各
種
証
明
書
の
取

得
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

取
得
率
は
全
国
で
14
．
3
％
、
秋

田
県
内
で
は
11
．
1
％
、
本
市

で
は
10
．
2
％
と
低
調
で
あ
る
。

政
府
が
来
年
度
実
施
す
る
消
費

活
性
化
制
度
や
そ
の
後
２
０
２

１
年
3
月
か
ら
は
保
険
証
と
し

て
も
利
用
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
カ
ー
ド
の
登
録
を
さ
ら
に
促

進
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
市
内

の
各
庁
舎
に
お
い
て
、
専
門
家

に
依
頼
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
発
行
手
続
き
や
マ
イ
キ
ー

Ｉ
Ｄ
の
設
定
サ
ポ
ー
ト
を
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。
消
費
活
性
化

事
業
で
あ
る
ポ
イ
ン
ト
還
元
制

度
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
は
、カ
ー

ド
に
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
を
設
定
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
と
連
携

す
る
こ
と
で
、
２
０
２
０
年
9

月
か
ら
２
０
２
１
年
3
月
ま
で

の
7
か
月
間
、
対
象
限
度
額
が

2
万
円
ま
で
、
最
大
5
千
円
分

が
決
裁
後
に
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
還
元
さ
れ
る
と
い
う
制

度
で
あ
る
。

仙
北
市
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

質
問　

こ
の
条
例
改
正
に
よ
り
、

来
年
度
か
ら
「
会
計
年
度
任
用

職
員
」
制
度
が
採
用
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
市
役
所
臨
時
職
員
と
し

て
勤
務
し
て
い
る
方
々
に
対
し
、

期
末
手
当
や
交
通
費
の
支
給
が

行
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
制

度
の
概
要
や
市
の
人
件
費
、
国

か
ら
の
支
援
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

市
の
人
件
費
負
担
は
増

え
る
こ
と
に
は
な
る
が
、
国
で
一

定
の
手
当
は
す
る
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
具
体
的
な
額
や
率
に

つ
い
て
は
、
未
だ
示
さ
れ
て
は

い
な
い
。
現
在
雇
用
さ
れ
て
い

る
人
が
会
計
年
度
任
用
職
員
と

な
る
場
合
、
職
員
と
同
じ
給
料

表
を
使
う
関
係
で
、
経
験
年
数
等

に
よ
り
号
級
が
決
定
す
る
た
め
、

現
在
の
給
料
と
比
較
し
若
干
の

上
下
は
あ
る
と
考
え
る
。

　

契
約
は
1
年
ご
と
に
退
職
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
2
回
ま
で

更
新
で
き
る
た
め
、
3
年
間
は
継

続
雇
用
が
可
能
で
あ
る
。
手
当

支
給
は
、
雇
用
形
態
に
よ
っ
て

異
な
り
、
パ
ー
ト
職
員
の
場
合
、

雇
用
保
険
は
加
入
す
る
が
、
退
職

手
当
は
な
い
。
逆
に
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
く
場
合
は
、
退
職
手
当

は
出
る
が
、
雇
用
保
険
は
な
い
。

雇
用
継
続
し
3
年
で
退
職
し
た

場
合
は
、
退
職
金
が
支
払
わ
れ

る
が
、
そ
の
後
の
募
集
に
対
し

再
度
申
込
す
る
こ
と
も
拒
む
こ

と
は
で
き
な
い
。

　12 月定例会の総務文教常任委員会では、令和元年度一般会計補正予算などが審査されました。仙北市に対
するふるさと納税が大幅に増加したことなどが議論されています。

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

ふるさと納税寄付額さらに増加 約7億5千万円の見込み

ふるさと納税ふるさと便事業費 2億1,890万円

ふるさと仙北応援基金積立金 3億4,999万円

ふるさと納税の返礼品に係る費用及び基金への積立金。ふるさと納税寄付額が増加したことに伴う増額補正

本庁舎維持管理費 597万円

西木庁舎の改修に関する実施設計費

個人番号カード利用環境整備事業費 183万円
政府によるマイナンバーカードを使用した消費活性化制度の開始を控え、カード取得促進とマイキーＩＤ設
定の支援事業費

一般教育振興総務費 1,070万円

令和 2年度から教科書改訂となるための指導書等の導入費用
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市民福祉常任委員会

地
域
生
活
支
援
事
業
費
に
つ
い
て

質
問　

入
浴
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
て

い
る
が
、
そ
の
内
訳
は
。

答
弁　

入
浴
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
は

「
県
南
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
で
行
っ

て
い
る
。
一
回
あ
た
り
の
単
価
が

１
１
，
０
０
０
円
ほ
ど
で
、
月
８

～
９
回
の
実
績
で
あ
る
。
介
護
保

　12 月定例会の市民福祉常任委員会では、条例の一部改正案や令和元年度補正予算案などが審査されました。
また、田沢湖デイサービスセンターの指定管理者の指定についても審査されました。

地域生活支援事業費等の追加補正を審査

■訪問入浴サービス車

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

主
な
内
容

地域生活支援事業費 254万円

生活支援サービス利用者数の増に伴う委託料の追加

認可保育園等管理費 13万円

ひのきないこども園の救護用ベット購入費

保険事業総務費 328万円

健康管理システムに母子保健情報連携機能を追加するためのシステム改修委託料の追加

西明寺診療所管理運営費 85万円

検査項目増加に伴う委託料の追加

険
加
入
者
の
訪
問
入
浴
で
あ
れ
ば

対
象
者
が
た
く
さ
ん
い
る
が
、
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
は
１
人
で
あ

る
。
障
害
者
の
場
合
は
施
設
に

入
っ
て
い
る
方
が
多
い
現
状
で
、

若
い
方
の
在
宅
は
少
な
い
が
、
母

親
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
た
め
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

質
問　

日
中
一
時
支
援
事
業
な

ど
、
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
新

た
な
事
業
な
の
か
。
そ
れ
と
も
利

用
者
が
多
く
な
っ
て
の
補
正
な
の

か
。

答
弁　

も
と
も
と
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
あ
っ
た
事
業
で
あ
る
。
当
初
見

込
み
よ
り
、
日
中
一
時
支
援
事
業

は
利
用
者
と
回
数
が
増
加
し
た
。

訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
は
回
数
の
増

加
に
よ
る
補
正
で
あ
る
。

質
問　

利
用
状
況
は
ど
れ
く
ら
い

か
。

答
弁　

日
中
一
時
支
援
事
業
は
半

年
で
２
人
増
え
て
い
る
。
６
事
業

所
で
行
っ
て
お
り
、
一
番
多
い
の

が
「
愛
仙
の
華
」
で
、
12
人
が
利

用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
外
は
１
人

か
ら
２
人
の
利
用
で
あ
る
。

認
可
保
育
園
等
管
理
費
に
つ
い
て

質
問　

ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園
で

監
査
員
か
ら
の
指
摘
が
あ
っ
た
と

い
う
が
、
そ
の
内
容
を
問
う
。

答
弁　

ひ
の
き
な
い
こ
ど
も
園

は
、
当
初
ひ
の
き
な
い
保
育
園
と

し
て
建
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
認

定
こ
ど
も
園
と
し
て
０
歳
児
か
ら

５
歳
児
ま
で
を
引
き
受
け
て
い

る
。
部
屋
の
ス
ペ
ー
ス
が
手
狭
な

こ
と
も
あ
り
、
職
員
休
憩
室
に
布

団
等
を
用
意
し
て
子
供
を
休
憩
さ

せ
て
い
た
が
、
救
護
用
ベ
ッ
ト
は

備
え
て
お
く
べ
き
と
の
指
摘
が
あ

り
補
正
を
計
上
す
る
も
の
で
あ

る
。
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主
な
内
容

都市農村交流施設管理運営費 55万円

㈱アロマ田沢湖の除雪機修繕費

花葉館施設整備事業費 124万円

花葉館の太陽光発電設備修繕費

西宮家管理運営費 82万円

西宮家の倉庫増築及び公衆トイレ洋式化工事費

中小企業活性化支援事業費補助金 420万円
新規起業、新分野進出、事業拡張における補助金の増額

補
正
予
算
提
出
時
期
の
あ
り
方
は

質
問　

ハ
ー
ブ
園
の
除
雪
機
の
修

理
費
が
補
正
予
算
提
案
さ
れ
て
い

る
が
、
今
す
ぐ
に
で
も
使
用
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
提
出
し

て
く
る
の
は
あ
り
得
な
い
。
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
除
雪
機
を
使
用
し

な
い
の
か
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
冬

期
終
了
後
に
修
繕
箇
所
を
把
握
し

て
予
算
化
し
、
翌
年
の
冬
期
前
に

は
万
全
の
状
態
に
す
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁　

当
初
は
、
予
備
費
で
対
応

可
能
な
修
繕
予
定
で
あ
っ
た
が
、

９
月
補
正
後
に
、
部
品
交
換
等
の

大
修
繕
が
必
要
な
個
所
が
見
つ

補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い

議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■洋式化される西宮家の公衆トイレ

　12 月定例会の産業建設常任委員会では主に令和元年度一般会計補正予算や下水道・集落排水・浄化槽事
業特別会計補正予算について審査されました。今回は主に、秋田県人事委員会の勧告に基づく給与等の改
定や各課室の人事異動による人件費の補正でした。また、定例会の度に提案される第３セクター備品修繕
や設備修繕について議論されました。

ＪＲ東日本に西宮家の二つの蔵を貸し出し 2020年3月16日
ＪＲ東日本が宿泊施設開業

「大瀬蔵野橋の架け替え工事
費用見直しを求める請願」を

不採択

請願理由　９月の定例会で大瀬蔵野
橋の架け替え工事費が増額され８億
円（辺地対策債の活用で市の負担は
20％）になった。大瀬蔵野橋は交通
量も少なく、冬期間は通行止めにな
る接続道路もある。市の財政事情も
厳しく、他にも内川橋や中川地区の
橋の早期改修を望む声が多いことか
ら、大瀬蔵野橋の建設工事費を出来
る限り縮減し、他の工事費用に振り
向けることを請願する。

賛成 反対 結　果
1 4 委員会不採択

賛成討論　一般質問でもっと工事費
を抑えることができるのではないか
を質問しており、辺地対策債が有利
な財源だといっても借金は増える
し、工事費の縮減は当然のことなの
で、この請願には賛成である。
反対討論　９月定例会で、工事費が
増額になる理由や冬期間に八割方面
の道路が封鎖されるため、橋がない
とこの集落は孤立することなどの説
明を受けて可決されているので、こ
の請願には反対である。但し、出来
る限りの工事費のコストダウンに取
り組むべきである。

仙北市議会だより

か
っ
た
た
め
12
月
補
正
で
の
対
応

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
購
入
か
ら

10
年
以
上
が
経
過
し
て
お
り
、
本

体
の
更
新
も
検
討
す
る
時
期
で
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
も
指
定
管
理
者

側
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
施
し
て
き

た
こ
と
も
あ
り
、
機
械
の
程
度
は

良
好
で
あ
る
た
め
、
修
繕
に
よ
り

あ
る
程
度
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用

可
能
と
見
込
ま
れ
る
。

西
宮
家
の
二
つ
の
蔵
は
ど
う
な
る

質
問　

西
宮
家
の
管
理
運
営
費
の

増
額
補
正
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
へ
の

二
つ
の
蔵
を
貸
付
け
る
こ
と
に
関

連
し
て
の
工
事
な
の
か
。

答
弁　

宿
泊
施
設
に
改
修
さ
れ
る

前
蔵
と
が
っ
こ
蔵
に
収
容
し
て
い

た
漬
物
桶
や
冬
囲
い
材
料
を
保
管

す
る
た
め
の
倉
庫
の
増
築
工
事
費

と
、
田
町
側
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ

を
洋
式
化
す
る
工
事
費
で
あ
る
。

質
問　

蔵
の
賃
貸
料
は
㈱
西
宮
家

の
収
入
と
な
る
の
か
。

答
弁　

西
宮
家
の
蔵
の
所
有
者
は

仙
北
市
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
仙
北

市
の
収
入
と
な
る
。
普
通
財
産
の

貸
付
け
に
関
す
る
規
程
に
基
づ
き

Ｊ
Ｒ
か
ら
徴
収
す
る
。
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